




















































































第 2 章では、高野氏の外国語学習の方法について述べる。そして、第 3 章では、
その言語を学習した方法と、その外国語の習熟のレベルとによって、高野氏が












（2） ①明確な目的に裏打ちされた外国語使用の動機 → ②特定の個人であるネ








































































































































































































































































　 　　→ ②タイ語 → ③ビルマ語 → ④カチン語
　 　　　　　　　  → ③シャン語











　　　　 → ①中国語 → ②シャン語




































第 1 章の（1）に、高野氏が学習し、使用した 25 の外国語を列記したが、こ
の 25 言語のリストを見ると、「高野秀行は語学の天才である」と言いたくなる。
しかし、分析を進めていくと、高野氏の外国語学習には一定のルールや原則が
あり、それに忠実に則っていることも窺うことができる。
本稿では、高野氏の外国語学習に焦点を当てたが、次稿では、外国語使用に
焦点を当てる予定である。本稿の分析結果からだけでも、外国語教育や外国語
学習への示唆はいくつもあるが、それらは、外国語使用に関する分析が終了し
た後に、まとめて述べたいと思う。
（やまうち　ひろゆき・実践女子大学教授）
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